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深
刻
な
「
気
候
危
機
」
を
回
避
す
る
た
め
、

国
際
社
会
は
二
〇
一
五
年
に
パ
リ
協
定
を
採

択
し
、
世
界
平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業
化
前

を
基
準
に
二
度
よ
り
十
分
低
く
抑
え
、
さ
ら

に
一
・
五
度
未
満
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す

る
目
標
に
合
意
し
た
。
二
〇
年
一
〇
月
に
は

菅
首
相
が
「
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
こ
と
を
宣

言
し
、
日
本
も
本
格
的
に
「
脱
炭
素
化
」
時

代
に
突
入
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
わ
れ

わ
れ
が
直
面
す
る
気
候
危
機
が
い
か
な
る
問

題
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
明
確
に
語
れ
る
人

は
少
な
い
だ
ろ
う
。

　

①
で
は
「
環
境
主
義
者
で
は
な
い
」
と
自

称
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
膨
大
な
文
献

の
渉
猟
と
取
材
に
基
づ
い
て
気
候
危
機
の
全

体
像
を
描
き
出
し
て
い
る
。殺
人
的
な
熱
波
、

大
洪
水
、
大
気
汚
染
、
経
済
破
綻
な
ど
、
描

いまを読む5冊

③人新世の「資本論」
　 斎藤幸平・著
    集英社新書、2020 年

①地球に住めなくなる日
     ――「気候崩壊」の避けられない真実
    デイビッド・ウォレス・ウェルズ・著
    NHK 出版、2020 年

②ドローダウン
     ――地球温暖化を逆転させる 100 の方法
    ポール・ホーケン・著
    山と渓谷社、2020 年

④気候を操作する
     ――温暖化対策の危険な「最終手段」
    杉山昌広・著
   KADOKAWA、2021 年

⑤ノヴァセン
    ――〈超知能〉が地球を更新する
    ジェームズ・ラヴロック・著
   NHK 出版、2020 年
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写
さ
れ
る
危
機
は
極
め
て
深
刻
で
あ
り
、
し

か
も
そ
の
克
服
に
は
経
済
、
技
術
、
政
治
の

い
ず
れ
の
面
で
も
高
い
バ
リ
ア
ー
が
立
ち
は

だ
か
る
。

　

悲
観
的
に
な
り
が
ち
な
こ
の
状
況
に
対
し

て
、
②
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境

再
生
型
農
業
な
ど
、
具
体
的
な
一
〇
〇
の
解

決
策
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
希
望
を
映

し
出
す
。
一
つ
一
つ
の
解
決
策
に
は
研
究

チ
ー
ム
が
見
積
も
っ
た
排
出
削
減
効
果
、
コ

ス
ト
、
節
減
額
が
付
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味

深
い
。
①
②
は
い
ず
れ
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
時

の
米
国
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
米
国

知
識
人
の
憂
鬱
と
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た

め
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
が
見
て
取
れ
る
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
②
が
示
す
対
策
が
世

界
全
体
で
十
分
な
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
で
実
施

さ
れ
る
見
通
し
は
な
い
。
や
は
り
わ
れ
わ
れ

は
深
刻
な
気
候
危
機
に
突
入
し
て
い
く
し
か

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
す
る
答
え
の

一
つ
が
、話
題
の
新
書
③
で
提
示
さ
れ
る「
脱

成
長
」
で
あ
る
。
著
者
は
気
候
危
機
の
本
質

は
利
潤
の
追
求
を
原
理
と
す
る
資
本
主
義
シ

ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
あ
る
と
看
破
す
る
。
い

く
ら
技
術
を
脱
炭
素
化
し
て
も
、
先
進
国
富

裕
層
の
無
尽
蔵
な
消
費
を
許
容
し
て
い
て

は
、
地
球
の
限
界
が
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う

見
通
し
の
も
と
、逆
説
的
に
、脱
成
長
に
よ
っ

て
市
民
が
豊
か
な
生
活
を
取
り
戻
す
新
し
い

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
構
想
す
る
。

　

こ
れ
と
対
極
に
あ
る
も
う
一
つ
の
答
え

が
、
④
で
提
示
さ
れ
る
「
気
候
工
学
」
で
あ

る
。
特
に
、
大
気
中
に
エ
ア
ロ
ゾ
ル
（
微
粒

子
）
を
注
入
し
て
地
表
に
到
達
す
る
太
陽
光

を
弱
め
る
「
放
射
改
変
」
は
、
人
間
が
人
工

的
に
地
球
の
気
温
を
制
御
す
る
構
想
だ
。
た

だ
し
、
著
者
は
こ
の
よ
う
な
技
術
至
上
主
義

を
肯
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
透
明
な
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
市
民
の
意
見
の
反
映
の
重
要
性

を
強
調
す
る
。

　

さ
て
、③
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
、

現
代
は
人
間
と
い
う
一
つ
の
生
物
種
が
地
球

環
境
変
動
の
最
大
の
要
因
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
、
地
球
史
的
に
み
て
特
異
な
時
代
「
人
新

世
（
ア
ン
ト
ロ
ポ
セ
ン
）」
と
い
え
る
。
で

は
人
新
世
の
次
に
は
何
が
来
る
の
か
。
⑤
は

地
球
を
ひ
と
つ
の
生
命
体
と
捉
え
る
「
ガ
イ

ア
理
論
」
で
地
球
環
境
問
題
に
強
烈
な
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
、
齢
一
〇
〇
を

超
え
る
著
者
が
提
示
す
る
未
来
予
測
で
あ

る
。
そ
こ
で
気
候
工
学
を
操
る
の
は
、
人
類

の
次
に
地
球
の
主
と
な
っ
た
電
子
的
生
命
体

で
あ
り
、
彼
ら
の
判
断
で
共
生
を
許
さ
れ
て

い
る
人
類
の
姿
が
、
ガ
イ
ア
の
必
然
と
し
て

描
か
れ
る
。

　

以
上
の
五
冊
を
通
じ
て
、
気
候
危
機
の
人

類
史
・
地
球
史
的
な
文
脈
を
深
く
味
わ
っ
て

か
ら
、
目
の
前
の
環
境
・
経
済
・
政
治
・
社

会
問
題
と
し
て
の
気
候
危
機
や
脱
炭
素
に
再

び
向
き
合
え
ば
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
景

色
が
見
え
る
だ
ろ
う
。
願
わ
く
は
そ
れ
が
、

よ
り
本
質
的
な
思
考
を
読
者
に
促
す
も
の
で

あ
れ
ば
と
思
う
。
●
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世
界
的
に
「
民
主
主
義
の
後
退
」
と
い

う
現
象
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
日
本
と

関
わ
り
の
深
い
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
も
、
そ

の
一
例
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

一
九
九
〇
年
代
の
東
南
ア
ジ
ア
は
、
経
済
発

展
に
と
も
な
い
、
政
治
の
民
主
化
が
順
調
に

進
ん
で
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
二
一
世
紀
に
入
り
、
各
国
の
政
治
状
況
に

暗
雲
が
立
ち
込
め
は
じ
め
た
。
現
在
、
民
主

主
義
が
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
や
背
景
は
地
域
や

国
に
よ
っ
て
異
な
る
。

　

①
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
抱
え
る
政
治
問
題

の
原
因
を
、
英
国
の
植
民
地
支
配
や
五
〇
年

近
く
続
い
た
軍
事
政
権
に
よ
る
統
治
の
影
響

に
求
め
る
。
国
際
社
会
は
、
今
回
の
ク
ー
デ

タ
ー
が
起
き
る
ま
で
、
国
軍
に
よ
る
少
数
民

族
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
に
対
す
る
弾
圧
を
糾
弾
し
て

い
た
。
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
危
機
は
少
数
民
族
に
対

す
る
人
権
侵
害
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
本
書
は
、
同
危
機
を
め
ぐ
る
歴
史
的

いまを読む5冊

①ロヒンギャ危機
     ̶̶「民族浄化」の真相
     中西嘉宏・著
    中公新書、2021 年

②アジアにおける民主主義と経済発展
     山本博史・編著
    文眞堂、2019 年

③ ソーシャルメディア時代の東南アジア政治
     見市建、茅根由佳・編著
    明石書店、2020 年

⑤ 「一帯一路」時代のASEAN
     ̶̶中国傾斜のなかで分裂・分断に向かうのか
     金子芳樹、山田満、吉野文雄・編著
　　　明石書店、2020 年

④ The Political Logics of Anticorruption Eff orts in Asia
     Cheng Chen and Meredith L. Weiss・編
    State Univ of New York Press、2019 年

︻
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経
緯
を
丁
寧
に
紐
解
く
こ
と
に
よ
り
、
人
権

侵
害
と
い
う
、
一
言
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い

現
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
著
者
は
、
植

民
地
統
治
時
代
に
複
合
社
会
が
形
成
さ
れ
た

こ
と
、
反
植
民
地
運
動
を
支
え
た
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
ム
ス
リ
ム
を
「
敵
」
と
し
て
認
識

し
た
こ
と
、
軍
事
政
権
下
で
彼
ら
の
排
除
が

進
め
ら
れ
た
こ
と
が
問
題
の
背
景
に
あ
る
と

指
摘
す
る
。そ
し
て
民
主
化
の
進
展
が
、人
々

に
自
由
を
与
え
る
と
と
も
に
、
紛
争
の
原
因

と
な
っ
た
宗
教
対
立
を
生
み
出
し
た
と
主
張

す
る
。

　

②
は
、
ア
ジ
ア
の
民
主
主
義
が
抱
え
る
問

題
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

の
関
係
か
ら
考
察
を
試
み
て
い
る
。
本
書

は
、
ダ
ニ
・
ロ
ド
リ
ッ
ク
が
唱
え
る
「
国
際

経
済
で
は
、
民
主
主
義
、
国
民
国
家
、
高
度

な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
三
つ
の
う
ち

二
つ
し
か
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い

う
政
治
的
ト
リ
レ
ン
マ
を
取
り
上
げ
る
。
タ

イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
事
例
研
究
に
基
づ

き
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
国
内
の
経

済
格
差
を
拡
大
し
、
時
と
し
て
民
主
主
義
に

対
す
る
信
頼
を
揺
る
が
し
う
る
現
実
を
指
摘

す
る
。
そ
し
て
、
各
国
社
会
の
発
展
水
準
に

応
じ
た
政
策
的
余
地
と
国
際
的
支
援
を
も
っ

て
新
興
国
を
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
参
画
さ
せ

る
、
緩
や
か
な
国
際
秩
序
が
求
め
ら
れ
る
と

結
論
付
け
る
。

　

③
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
政
治
に

与
え
る
影
響
を
考
察
し
て
い
る
。
東
南
ア
ジ

ア
で
は
近
年
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
者

数
が
急
速
に
増
加
し
て
お
り
、
各
国
の
政

治
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。
本
書
は
、
特
に
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
が
持
つ
負
の
側
面
に
着
目
す
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
の
情
報
の
や
り
取

り
が
、人
々
の
情
動
反
応
を
直
接
に
刺
激
し
、

徐
々
に
理
性
を
麻
痺
さ
せ
て
敵
意
を
生
み
出

し
、
排
除
の
世
論
が
で
き
あ
が
る
過
程
を
鮮

や
か
に
描
き
出
す
。

　

④
は
、
各
国
の
政
治
指
導
者
に
よ
り
推
進

さ
れ
て
い
る
汚
職
取
締
り
に
つ
い
て
、
そ
の

背
後
に
潜
む
政
治
的
動
機
に
焦
点
を
当
て
分

析
を
行
っ
て
い
る
。
九
〇
年
代
以
降
、
国
際

機
関
に
よ
り
「
法
の
支
配
」
や
「
立
憲
主

義
」
に
基
づ
い
た
統
治
改
革
が
推
進
さ
れ
て

き
た
。
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
国
連

が
各
国
政
府
に
国
連
腐
敗
防
止
条
約
（
Ｕ
Ｎ

Ｃ
Ａ
Ｃ
）
の
達
成
を
求
め
て
い
る
。
世
界
的

動
向
を
受
け
て
、
い
ま
だ
民
主
化
途
上
に
あ

る
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
汚
職
取
締
り
が
推
進
さ

れ
て
き
た
が
、
汚
職
撲
滅
委
員
会
や
裁
判
所

が
政
敵
を
打
倒
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
数
存
在
す
る
。

　

⑤
は
、
中
国
の
影
響
力
の
拡
大
が
著
し
い

現
在
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
多

面
的
に
考
察
し
て
い
る
。
国
内
政
治
に
対
す

る
中
国
の
影
響
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い

が
、
中
国
の
援
助
や
投
資
が
、
民
主
的
体
制

を
求
め
る
欧
米
の
圧
力
を
減
じ
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
ろ
う
。
●




